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点  鐘       佐藤会⾧ 

 

ロータリーソング 

「我等の生業」 

 

ソングリーダー 菊地 祐司会員 

 

お客様と来訪ロータリアンの紹介 

 

入 会 記 念 

 

誕 生 祝 

 

前回発表済 ⾧井 一広会員 

 

 

 

会 ⾧ 挨 拶 

 

みなさんこんにちは 

まずは先週の地区大会にご参加のみなさま、お疲れ様で

した。 

一昨年の旭川、昨年の紋別に比べますと今回の移動距離

は短めではありましたが、それでも片道２時間は大変だ

ったかと思います。みなさん事故なく無事に戻られたか

と思います。あらためてお疲れ様でした。 

さて先月の話になりますが、私が所属する法人会という

団体の青年部全道大会で富良野市に行ってまいりました。

そこで西本 伸顕（にしもと のぶあき）氏をお迎えして

の「富良野市の観光街づくりと中心市街地の活性化」を

テーマとした講演がございました。 

この西本氏、ご存じの方もいらっしゃるかと思います

が、「（倉本聡さんが主宰となって企画した「ふらの演

劇工房・富良野塾」を筆頭に、インターネット富良野・

ラジオふらのなど、富良野のまちづくりに深く関わり、

２００９年より、現在の富良野市の観光名所のひとつで

もある富良野マルシェを運営する「ふらのまちづくり株

式会社」の代表取締役社⾧に就任された方であります。 

個人的に興味深いお話でしたので少しお話させていただ

きますと、講演の内容をざっくりお伝えすると、人口減



少の中で地域が生き残っていくには、観光を中心とした

交流人口をいかに増やせるか、そしてその中で生まれる

外貨を稼がないと街の発展はないというお話でした。な

おここでいう外貨とは地元以外からの収益の事を言って

おります。 

スキー場の開設始まった富良野の観光街づくりは「北の

国から」によって全国的知名度を獲得しました。しかし

「北の国から」も終了後２０数年が経過し、その存在す

ら知らない世代が増えてきております。そこで新たなコ

ンテンツとして「ふらのマルシェ」を創設したというの

が経緯だそうです。 

かつて２５０万人を誇った富良野の観光客も現在は１７

０万人となっているそうですが「ふらのマルシェ」のよ

うな地域をあげての街づくりもあり、２０２２年版では

まちの魅力度ランキングで富良野市は全国第１１位とな

っております。 

全体的に北海道は上位にランキングされておりまして、

ちなみにトップテンはと言いますと、１位は札幌市、２

位に京都市、３位に函館市、４位に横浜市、５位に小樽

市、６位に神戸市、７位に鎌倉市、８位に金沢市、９位

に那覇市、１０位が石垣市となっております。ちなみに

釧路市は３４位でした。 

釧路地域も人口減少が著しい中で、釧路湿原や阿寒国立

公園、幣舞橋、世界三大夕日などせっかくの観光コンテ

ンツを上手に生かしていくことが未来を支えていくため

には必要であると痛感したと同時に、私達ロータリーク

ラブも地域貢献にたずさわる団体として何かしらの発信

をしていければと思い本日の会⾧挨拶とさせていただき

ます。 

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹 事 報 告 

 

１． ハイライトよねやまが届いております。 

２． 釧路北ロータ－アクトクラブ様より、ロータリ

アンマスタ－ズゴルフ大会での寄付を頂戴しま

したことへの、お礼状が届いております。 

こちら 1・2 に関しましては回覧にてご確認よ

ろしくお願いいたします。 

３． 先日の地区大会は大変お疲れ様でした、宿泊料

金の領収書をご用意出来ましたのでレタ－ボッ

クスに入れております。 

今回は移動例会などが続いておりましたので、

レタ－ボックスに多くの資料が入っておりま

す、ガバナ－公式訪問例会の集合写真も入れて

おりますので、忘れずにお待ち帰り下さい。 

 

・本日のプログラム 

「会員卓話例会」 

担当 職業奉仕委員会 

 

⾧井会員 卓話 

皆さん、こんにちは。今回は、新入会員卓話・会員卓話



でございますが、高橋圭二会員・湯田会員とも仕事で出

席がかなわないということで、私が４年ぶりに皆さんの

前で話をさせていただこうかなと思います。 

 今回のテーマなのですが、私が青少年環境委員⾧だっ

た時に水と衛星月間で、水問題について発表させていた

だき、その中で水と農業（特に海外で行われている大規

模農業）とのかかわりについてを重点テーマとして述べ

ていきました。なので今回は、農業に必要な農地・労

力・水・種子・肥料の中から肥料、特に肥料の歴史につ

いて調べてまいりましたのでお聞きください。 

以下の５項目に分けて、進めさせていただきます。 

① 施肥の始まり 

② 輪作農業 

③ 肥料の商品化 

④ 鉱物質肥料の発見 

⑤ 化学肥料の発展 

尚、肥料とはどういうものがあるのか、及び今回のテー

マの簡単な資料を配布いたしましたので、参考にしてく

ださい。 

  

 



 

 

 

 



 

 
 

 

・次回のプログラム 

10 月 25 日（金）12：30～ 

「会員増強例会」 

会場 ANA クラウンプラザホテル 

担当：会員増強委員会 

点    鐘       佐藤会⾧ 

今週の会報担当：⾧江 孝文会員 


